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中央公民館の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

館長 福田 和弘 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

生涯学習の環境整備及び地域教育力の向上 

        高齢化の進展や余暇時間の増大等に伴い、生涯学習への意欲が高まっています。 

また、団塊の世代が定年を迎え、地域活動への参加が期待されています。そうした

期待や意欲に応えるため、生涯学習の環境を整備し地域での様々な活動につなげられ

る講座を開催し、学習機会の拡充及び学習活動を支援します。 

  また、町民の方の知的財産ともいうべき知識や経験を活かし、地域教育力の向上に

努めます。 

 

 

 

 

 

１ 生涯学習の環境整備 

・学習機会の拡充及び学習活動の支援 

            公民館主催の各種講座（酒々井町の歴史、文化財、自然、防災、音楽、料理、軽

スポーツ、子ども向けのものなど）とイベントとして千葉県立美術館との共催によ

る「開館３０周年記念事業千葉県移動美術館の開催や生涯学習フェスティバル、オ

ータムコンサート、わいわいこどもまつりなどを実施します。 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

町民の学習機会の拡充及び学習支援として、公民館主催

事業であるカレッジコース（３年制生涯学習大学）を開講

し、１０年目を迎えようとしています。これは、町民の学

習意欲の表れであり講座への期待が考えられます。 

公民館としては町民のさらなる学習意欲向上と地域貢

献へのつながりを考え、あらゆる分野の様々な講座を重

ね、参加者からも好評を得ることができました。 

３年生（７期生）２０名 

２年生（８期生）２６名 

１年生（９期生）２５名 

 

 

カレッジコース以外の各種講座について、長期講座を３

講座、短期講座を３講座、１回講座を４講座、４つのイベ

ント、更に学習ボランティアによる学習活動が行われ、充

実した講座を展開し、幼児から高齢者まで、幅広い年齢層

の参加者を募ることができ、好評を得ることができまし

た。 

しかし、講師謝礼や運営方法などの調整がつかず、１つ

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 
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    ・公民館施設の整備 

            昭和５５年に開館してから今年で３０年を迎え、経年劣化等している個所を計画

的に改修し、安心で、心地よく利用いただける施設に努めます。 

    

    

    

    

２ 地域教育力の向上 

 ・人と人とのつながりによるまちづくり 

町民の方が、長年培われた知識や技術・経験を活かし公民館講座の講師となり、

町民同士がお互いに教え、学び合える環境を目指し、公民館が人と人をつなぐ場所

となるように努めます。 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

のイベントを未開催としました。 

地域活性化・きめ細かな臨時交付金により総事業費

8,838千円のうち8,396千円の交付金を受け、トイレ改修、

講堂内壁改修、ロビーカーペット張替、機械室及び電気設

備の改修工事を行いました。これにより、老朽化した個所

の改善ができ、利用者が安心して活動できる場の提供がで

きるようになりました。 

 

 

町民個々の優れた才能を地域で活かせるような講座、ま

た、講座で得た知識や技術を次の受講者へつなぐコミュニ

ケーションの橋渡しとしてコーディネートし、地域に根付

く地域リーダーとしての役割を果たせるような人材を育

成できる講座を盛り込みました。 

実際に主催事業からサークル化し、現講座の講師として

活躍していただいている方々が実在します。 

しかしながら、依然として公民館主催事業に参加された

事がない町民の興味を引くような、今までとは違う目線で

の講座を開講できることが望ましいと考えます。 

 


